
様式第６号（第１７条関係）

(４-１)

開　会

閉　会

会　議　録

会議の名称 令和７年度　第３回幸松地区地域づくり推進協議会

午後２時００分

午後３時００分

開 催 場 所 幸松市民センター２階　研修室Ａ・Ｂ

議長(会長等)氏名 会長　鈴木 敏仁

(出席人数：１１人)

鈴木 敏仁、白石 栄二、菱沼 和保、市川 大倫、三浦　力、瀨髙 武夫

鈴木 淳子、早川　純、田中 聖嗣、根岸 ミサ子、土橋 洋子

なし

(出席人数：　５人)

市民生活部長　飯口 信彦　市民生活部参事　矢野 仁史

幸松市民センター　田口 俊彦、吉田 美智代、蛭間 博文

□  要綱第３条第１号該当：

□  要綱第３条第２号該当：

□  要綱第３条第３号該当：

□  要綱第３条第４号該当：

会議録の作成方法 □ 録音テープ等を使用した全文記録 ☑ 録音テープ等を使用した要点記録　□ 要点記録

会議録署名の指定 会議録の署名は、会長から指名を受けたものが実施する。

開 催 日 時 令和８年１月２８日(水曜日)

委員氏名

説 明 者
そ の 他

事 務 局

次第及び公開・一
部公開・非公開の

区分

１　開会
２　会長あいさつ
３　報告事項
　　（１）令和７年度幸松市民センター実施（予定含む）の
　　　　　地区センター事業について
４　協議事項について
　　（１）「市民センターを拠点とした地域づくりについて」
　　　　　中間報告（案）
５　その他
６　閉会                                         ※(すべて公開)

一部公開・非公開
の場合はその理由

配 布 資 料

資料１ 次第３報告事項
資料２ 次第４－１「市民センターを拠点とした地域づくりについて」
　　　　　　　　　 中間報告（案）
　　　 次第４－２「市民センターを拠点とした地域づくりについて」
                   推進イメージ（案）

出　

席　

者



(４-２)

発　言　者 発言内容　・　決定事項

事務局

議長

議長

事務局

議長

事務局

議長

事務局

議長

議長

事務局

委員

事務局

議長

【１．開　会】

【２．あいさつ】
《鈴木会長挨拶》

議事録署名人として市川委員を指名。

【３．報告事項】
（１）令和７年度幸松市民センター実施（予定含む）の地区センター事
業について

令和７年度幸松市民センター実施（予定含む）の地区センター事業につ
いて事務局から説明を求める。

《資料に基づき説明》

【４．協議事項】
 （１）「市民センターを拠点とした地域づくりについて」中間報告
　　　　（案）

「市民センターを拠点とした地域づくりについて」中間報告（案）につ
いて事務局から説明を求める。

《資料に基づき説明》

つづいて、「幸松市民センターを拠点とした地域づくりについて」推進
イメージ（案）について事務局から説明を求める。

《資料に基づき説明》

事務局の説明に対して、意見、質問等あるか。

「こうまつメイト」を進めていくに当たり、組織の立ち位置を確認した
い。これは既存の組織をまとめ上げたヘッドクォーター（本部・本社）
のような役割を、市民センターが担うという認識でよいか。

その認識で差し支えない。例えば、社会福祉協議会やPTAの代表と市民
センターが調整を行い、加入の意思があるということであれば、ぜひ加
入してもらいたい。「こうまつメイト」の発想自体は新しいものではな
い。これまで実施されてきた取組を制度化し、分かりやすく周知してい
くというのが、本取組のコンセプトである。

「こうまつメイト」を推進する要項の作成予定はあるのか。

現時点では要項の具体案は作成していない。今後、早い段階で作成に取
りかかり、完成した要項案は、令和8年度の協議会で承認を得る予定で
ある。承認後の要項をもとに募集を行う。

「こうまつメイト」は、「市民センターを拠点とした地域づくり」の5
本柱のそれぞれのテーマごとに結成することになるのか。



　 (４-３)

発　言　者 発言内容　・　決定事項

事務局

委員

事務局

委員

事務局

議長

議長

議長

議長

議長

事務局

議長

個々の柱ごとに結成するものではない。「こうまつメイト」は、5本柱
の中から任意に選んで推進することができる。一方で、「こうまつメイ
ト」の活動は、必ず5本柱のいずれかと結びつくものでなければならな
い。

「こうまつメイト」のような取組について、実例はあるのか。

自ら活動員として登録し、市と連携しながら事業を企画・実施していく
という側面で見ると、社会教育課所管の「生涯学習市民推進委員」が、
非常に近いモデルである。事務局として、「こうまつメイト」には、特
に情報発信の分野での活躍に期待している。

具体的な事業化は、いつ頃になるのか。

まずは大まかな枠組みを整理した上で事業を展開していく。当面は、既
存事業の改良等を中心に比較的シンプルに実施できることから始めたら
よいと考えている。

ほかに意見や質問はあるか。

質疑・意見収束

事務局から説明のあった方向で進めていくことでよいか。

異議なし

委員の皆様におかれては、様々なご意見をお出しいただき、ありがとう
ございました。以上で協議を終了とする。

【５．その他】
その他、委員の皆様から何かあるか。

《意見なし》

事務局から連絡事項等はあるか？

①次回の開催日程について
開催日は令和８年３月３０日（月）１０時～　会場は市民センターの講
堂を予定している。市長が出席する予定である。８月の第１回会議に
て、当推進協議会に対してなされた諮問事項に対して中間報告を実施す
る。

②中間報告の発表者について
中間報告では、委員からの発表を予定している。

事務局から説明があったとおり、中間報告は委員からの発表をもって行
う。誰か発表者として立候補する者はいるか？

《田中委員から立候補があり、田中委員に決定》



(４-４)

議　事　の　経　過

発　言　者 発言内容　・　決定事項

　議事の顛末・概要を記載し、その相違なきことを証するためここに署名する。

　　　　　令和８年　　２月　２６日

　署名者の職・氏名 市　川　　大　倫

事務局

議長

③会議録について
議事録署名人の市川委員に承認いただいた後、市のホームページで公開
する。

本日の議事はすべて終了となる。これをもって、本日の議長の職を解か
せていただき、進行を事務局にお返しする。

議事終了　

【６．閉会】


